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殿
崎
正
明
・
唐
沢
信
安
・
岩
崎
一

日
本
医
科
大
学
（
中
央
図
書
館
）

は
じ
め
に

日
本
医
科
大
学
で
は
、
済
生
学
舎
廃
校
の
理
由
に
つ
い
て

『
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
」
で
「
長
谷
川
泰
が
突
然
廃
校

に
し
た
」
と
だ
け
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
以
下
に
、
そ
の
原

因
と
な
っ
た
医
師
会
法
案
、
専
門
学
校
令
等
に
つ
い
て
触
れ
、

済
生
学
舎
廃
校
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

医
師
会
法
案

長
谷
川
泰
等
は
大
日
本
医
会
で
「
医
師
は
医
師
会
に
加
入
す

る
に
非
ざ
れ
ぱ
、
患
者
を
診
察
す
る
こ
と
を
得
ず
」
、
「
内
務
大

臣
は
医
師
会
に
加
入
せ
ず
し
て
患
者
を
診
察
す
る
者
あ
る
と
き

は
、
其
の
業
務
を
停
止
す
」
と
い
う
内
容
を
含
む
「
医
師
会
法

案
」
を
草
案
し
、
明
治
三
一
年
の
一
二
月
に
国
会
へ
提
出
し
た
。

22

日
本
医
科
大
学
の
前
身
済
生
学
舎
が
突
然

廃
校
に
な
っ
た
真
実
の
経
緯

ｌ
東
京
帝
国
大
学
教
授
陣
の
圧
力

東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
教
授
達
、
特
に
入
沢
達
吉
、
青
山

胤
通
、
森
鴎
外
等
は
、
約
一
○
年
近
く
の
年
月
を
要
し
て
帝
国

大
学
を
卒
業
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
を
果
し
た
医
師
と
、
済
生
学

舎
に
学
び
三
年
余
り
で
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
た
医
師
と
は

身
分
に
差
が
あ
り
同
一
の
資
格
で
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

い
っ
た
（
強
い
エ
リ
ー
ト
意
識
か
ら
生
じ
た
）
一
種
の
医
師
差

別
論
か
ら
「
医
師
会
法
案
」
反
対
の
論
議
を
起
し
た
。
激
し
い

政
治
運
動
と
な
り
、
貴
族
院
で
廃
案
に
し
た
。
反
対
し
た
人
達

は
、
明
治
医
会
と
改
称
し
て
政
治
運
動
を
始
め
た
。

専
門
学
校
令

東
大
赤
門
派
閥
「
明
治
医
会
」
は
「
日
本
の
医
学
を
良
く
す

る
た
め
に
は
、
医
術
開
業
試
験
を
廃
し
、
粗
末
な
私
立
医
学
校

を
廃
校
に
し
て
官
立
の
医
学
校
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
決
議
し
、
活
動
を
興
し
た
。
（
「
医
学
教
育
統
一
論
」
）

文
部
省
と
赤
門
派
閥
「
明
治
医
会
」
の
人
々
は
秘
密
裡
に
協

議
し
、
明
治
三
六
年
三
月
二
六
日
、
文
部
省
は
勅
令
第
六
一
号

を
以
っ
て
突
然
「
専
門
学
校
令
」
を
発
布
し
、
済
生
学
舎
の
存

続
を
不
可
能
に
し
た
。

そ
の
条
文
は
、
今
後
私
立
医
学
校
が
存
続
す
る
為
に
は
、
文
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部
大
臣
の
「
認
可
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
末
尾
に

官
立
並
み
の
実
験
設
備
及
び
建
物
の
完
備
を
要
求
し
、
「
期
限
は

翌
年
の
三
月
三
一
日
ま
で
に
手
続
き
を
取
ら
な
け
れ
ば
廃
校
と

看
倣
す
。
調
査
に
よ
り
一
点
で
も
欠
点
が
あ
り
、
不
認
可
の
命

令
を
受
け
た
る
も
の
は
、
そ
の
命
令
を
受
け
た
日
に
於
い
て
、

廃
校
と
看
倣
す
」
と
い
っ
た
済
生
学
舎
を
標
的
に
し
た
厳
し
い

条
文
が
付
記
さ
れ
て
い
た
。

済
生
学
舎
廃
校
宣
言

長
谷
川
泰
は
本
郷
真
砂
町
の
徽
毒
医
院
跡
地
に
二
千
余
坪
の

校
舎
を
新
築
し
て
大
学
を
創
ろ
う
と
し
て
い
た
。
入
学
者
を
中

学
卒
業
以
上
と
し
、
講
師
は
す
べ
て
学
士
以
上
の
者
を
以
っ
て

す
る
な
ど
改
革
案
を
持
っ
て
い
た
が
、
一
年
以
内
で
は
出
来
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
長
谷
川
泰
は
苦
悩
の
末
、
親
友
石
黒
忠

惠
軍
医
総
監
と
相
談
し
て
済
生
学
舎
廃
校
の
決
心
を
固
め
た
。

明
治
三
六
年
八
月
三
○
日
、
「
東
京
日
日
新
聞
」
等
に
「
済
生
学

舎
廃
校
の
理
由
に
付
広
告
」
を
掲
載
し
、
突
然
廃
校
宣
言
を
行

在
学
生
七
○
○
余
名
は
勉
学
の
道
を
失
い
、
路
頭
に
迷
っ
た
。

勉
学
の
道
を
失
っ
た
学
生
達
の
中
か
ら
園
田
重
徳
等
四
名
の
有

つ
先
に
○

志
は
、
九
月
一
日
旧
済
生
学
舎
講
師
に
窮
状
を
訴
え
た
。
そ
し

て
「
謹
み
て
旧
済
生
学
舎
諸
君
に
告
ぐ
」
な
る
徴
文
を
書
い
た
。

そ
こ
で
約
六
○
○
名
の
学
生
が
九
月
四
日
に
本
郷
中
央
会
堂
に

集
ま
り
、
石
川
清
忠
等
一
二
名
の
講
師
を
中
心
に
「
同
窓
医
学

講
習
会
」
を
開
い
た
。
校
舎
は
旧
大
成
学
館
の
建
物
を
借
り
て

済
生
学
舎
廃
校
か
ら
一
○
日
後
の
九
月
一
○
日
か
ら
済
生
学
舎

の
学
生
証
を
有
す
る
約
三
○
○
名
が
登
録
し
て
講
義
を
始
め
た
。

お
わ
り
に

済
生
学
舎
は
、
東
大
の
圧
力
で
廃
校
と
な
っ
た
が
、
そ
の
一

○
日
後
に
は
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
。
校
長
が
変
わ
っ
た
だ
け

で
、
同
じ
教
師
に
よ
る
、
旧
済
生
学
舎
の
生
徒
へ
、
同
じ
教
科

書
を
用
い
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

日
本
医
科
大
学
は
、
済
生
学
舎
と
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
し
、
報
告
す
る
。


